















は開催期間 3日間で参加者数がのべ 7,057人, 出



























本研究では, デジタル画像解析の技術を活用した教材の開発と実践を行った｡ 具体的には, 日中は青く, 夕方
に赤く変化する空の色を理解することをテーマとした｡ ワックスの懸濁液を用いて空の色の変化を示すモデルを
作成し, これを撮影したデジタル画像を解析することにより, 散乱光の変化の様子を定量的に示すことができた｡
これにより, 空の色についての理解を深めるとともに, コンピュータの幅広い応用を示す教材を作成した｡ さら
に, 作成した教材を用い, サイエンスコミュニケーションや出張授業の場における実践を行った｡




























































































Figure 2 では, 1,850 pixel 以上の領域では
RGBが重なり, 白くなっている｡ グラフの左に
進むにつれて, 始めに Rが, 次いで G, 最後に B
が減少し始める｡ 1220 pixel近辺で RGB三成分
は交差し, 左に進むにつれて減衰を続ける｡
1,900から 1,340 pixel付近が B成分の強度が強く
全体に青く見える領域である｡ G成分が強調され

























Figure 4. 傘袋散乱光の RGB解析 (Figure 2の
破線上の解析：右端が光源側)






























































































































用することが出来る｡ 今後は光の散乱, 吸収, 屈
折といった基本的な光の性質を理解するための手
段として活用して教材の開発を行う｡
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